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まえがき
２０１０年に福井県地質図２０１０年版（福井県，２０１０）が公刊されたが，その後もいくつかの地域で地質
調査が進行し，新しい情報が得られたり，追加されるべき事実が蓄積されつつある．その一部は２０１１
年と２０１２年に公表された（服部，２０１１，２０１２）．これらに引き続いて，今回は福井県池田町北部の地域（以
下，池田町北部地域），福井市市波・小和清水から芦見地区にかけた地域（以下，小和清水－芦見地域），
それに福井市東部の東俣から大野市上丁にかけた地域（以下，東俣－上丁地域）の地質調査が終了し
（図１），結果を地質図にまとめることができたので，それについてここに報告する．
池田町北部地域とは福井市横越から池田町稲荷にかけた足羽川両側の地域であり，木越（１９５３）の
未公表地質図に基づいて１９６９年の福井県地質図（福井県，１９６９）と１９８７／１９８８年の土地分類基本調査
による表層地質図「大野」（福井県，１９８７／１９８８）が作成され，公刊された．この地域は化石を産出す
る地層が分布しないため，研究の対象となることがなく，現在まで研究成果の公表はなかった．小和
清水－芦見地域については木越（１９５３）の地質図以外には前田（１９６１）による足羽川中流域の地質図
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図１：本報告で地質が記載され
る地域．Ａ：池田町北部
地域，Ｂ：福井市小和清
水－芦見地域，Ｃ：福井
市東俣－大野市上丁地域．
ＡとＢの間の地域の地質
については服部（２０１２）
に記述されている．
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があった．この地域には手取層群が分布し，化石が産出することから地質年代が推定されていたが，
その年代については疑義が提出されている．芦見地区の中央を流れる芦見川沿いにもいくつかの化石
産地が見つかっている（藤，１９５８）．１９９８年の土地分類基本調査により表層地質図「永平寺」（福井
県，１９９８）が作成されたが，小和清水－芦見地区に関しては大きな進展はなかった．最近山田ほか
（２００８）による手取層群の詳細な層序学的研究が行われ，いくつかの新知見が報告されている．福井
市のもっとも東部に位置する東俣からその東の大野市上丁にかけた地域には，大野市側に飛騨変成岩
類と西谷流紋岩類が分布することが知られていた（福井県，１９６９）．その後の調査で福井市側の東俣地
区にも飛騨変成岩が見つかり，表層地質図「大野」（福井県，１９８７／１９８８）と福井県地質図２０１０年版（福
井県，２０１０）では飛騨変成岩の分布域が拡大されている．福井県地質２０１０年版では１９６９年の福井県地
質図で西谷流紋岩類とされていた流紋岩が濃飛流紋岩として塗色されている．このことについて，塗
色ミスではないかという指摘があり，念のため，再調査した．再調査では分布域が確定していなかっ
た飛騨変成岩類についても調査した．
今回の調査と前報（服部，２０１２）とで，長年調査不十分のまま放置されてきた足羽川中流域の地質
の調査がほぼ終了することになる．この地域で地質図に提示されていない空白域は中新世の安山岩・
安山岩質凝灰角礫岩が分布していることが判明しているので，これにより「大野」図幅域の調査が一
応完了したといえる．なお，あくまで調査は地質分布の確定を目指しており，岩石学的，層序学的，
古生物学的検討は全く行われていないので，これらの点については今後の研究を待ちたい．
１．全体的層序
ここで記載する三つの地域は類似の地質で成り立っており，個別の地域地質の記載に入る前に共通
の層序を述べる．池田町北部地域と小和清水－芦見地域の間に入る福井市美山地域（服部，２０１２）を
加えたこれらの地域の全体的層序は図２に示すように比較的簡単である．
飛騨変成岩類は黒雲母片麻岩と塩基性片麻岩が多い．比較的粗粒な片麻岩を構成する黒雲母，長石，
石英は長径が１程度であるが，東俣や上丁に露出する片麻岩は眼球片麻岩であり，長径５に達す
る桃色の眼球（アルカリ長石）を有している．古生層は福井市天田－河原の足羽川両岸で見つかった
石灰岩・砂岩である（梅田ほか，２００８）．本岩中の石灰岩からは石炭紀後期の腕足類などの化石が見つ
かっている（Tazawa et al.,２０１０）．本岩はジュラ紀の古期花崗岩類の貫入により著しい熱変成作用を受
けている．芦見川沿いの下吉山でわずかに露出する石灰岩もこの範疇に入るものであろう．古期花崗
図２：本報告で出現する地層・岩石
の名称と年代層序．右端は地
質図で用いられている色．
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岩類は地域全体に分布している．花崗閃緑岩や黒雲母花崗岩が多いが，場所によってはハンレイ岩な
どを伴っている．本岩は手取層群に被覆されているので，先手取期であることは疑いなく，船津花崗
岩類と称される古期花崗岩類に含まれるものである．手取層群を主体とする中生代堆積岩類は小和清
水地区を中心に分布する．かつてこの手取層群は九頭竜亜層群に含められていたが（前田，１９６１：山
田，１９８８），その後の研究により石徹白亜層群あるいは一部は赤岩亜層群に含めるのが適切であるいう
意見が出されている（安野，２００４，２００５：山田ほか，２００５：山田ほか，２００８：佐藤，２００８）．濃飛流紋岩の
分布は狭く，大野市砂山トンネルの西側にわずかに露出するに過ぎない．広い範囲で手取層群を不整
合に被覆する西谷流紋岩類は石英安山岩質の赤紫色溶結凝灰岩を主体する．葉理状の流理構造が明瞭
な部分が多い．流理構造の姿勢や本岩の分布高度から本岩はほぼ水平に堆積していると思われる．境
寺で採取された本岩の年代については中島ほか（１９８３）は２４．５Ｍａと２７．２Ｍａのフィッショントラッ
ク年代を報じている．中新世安山岩・安山岩質岩石の大部分は溶岩と凝灰角礫岩からなる．希に成層
構造を持つ細粒・中粒凝灰岩や円礫岩が挟まれる．本岩は，西方の丹生山地で糸生層と称される火山
性地層の一部で，越前中央山地と呼ばれる永平寺図幅や大野図幅域内に広く分布している．本岩は西
谷流紋岩類をほぼ水平に被覆している．糸生層のフィッショントラック年代として１５Ｍａから２０Ｍａ
が推定され（広岡ほか，１９７２：中島ほか，１９８３），福井図幅域の糸生層については層序学的，古生物学的，
それに放射年代測定から１８～２０Ｍａ（中新世前期）と推定されている（鹿野ほか，２００７）．
池田町金見谷には著しくマサ化した細粒黒雲母花崗岩ないし細粒花崗閃緑岩が分布している．場所
によっては本岩は古期花崗岩類に接して分布しており，古期花崗岩類の一部とも考えられるが，金見
谷の東では古期花崗岩類とは離れて存在し，古期花崗岩類とは関係ないとも思われる．マサ化した状
態や細粒の花崗岩である点などは，福井県下の荒島岳，能郷白山，それに鉢伏山に分布する新生代花
崗岩に類似しているので，ここでは暫定的に始新世～漸新世の地質時代に対比しておく．
第四系としては，池田町野尻の温見断層の断層崖に堆積した崖錐崩落物が存在する．また，上丁に
おいて飯降山北東斜面を南東－北西に走る飯降断層（福井県，１９７６）に沿って広く分布する断層崖崩
落物がある．完新世堆積物として低地，平野それに河床堆積物が存在する．
各地質体の特徴については必要に応じて，地域記載の中で説明する．本地域の複数の地点で西谷流
紋岩類や中新世安山岩・凝灰角礫岩に伴って多様な礫岩が分布している．これらについても各々の地
域の説明の中で触れる．また，野外調査中に濃飛流紋岩ではないかと思わせる岩石に遭遇する場合が
あったが，小分布であり，断定もできないので，大野市砂山トンネル西側のものを除いて，地質図か
らは割愛してある．
２．各地域の地質記載
２－１．池田町北部地域
この地域内には地質図（図３）及び地質断面図（図６）に示すように，古期花崗岩類，細粒黒雲母
花崗岩，西谷流紋岩類，それに中新世安山岩・凝灰角礫岩が分布する．古期花崗岩類は中粒から粗粒
の黒雲母花崗岩であったり，花崗閃緑岩であったりすることが多いが，希に中粒の珪長質岩も存在す
る．ほとんどマサ化していない．本岩の北方延長部の蔵作などでは手取層群に不整合で被覆されてい
るとされていたり（前田，１９６１），手取層群には全く熱変成作用を与えていないので，船津花崗岩類に
代表される古期花崗岩類の一部であるとしてよい．金見谷に分布する細粒黒雲母花崗岩は著しくマサ
化しており，マサ化層の厚さは１０ｍを超える．原岩と思われる新鮮な部分はほとんど露出しないが，
希に見つかる新鮮な部分の観察から，原岩は細粒の黒雲母花崗岩ないし花崗閃緑岩であると判断され
る．本岩は古期花崗岩類や中新世の安山岩・凝灰角礫岩と接して分布しているが，両者との関係は不
明である．マサ化しているが，節理などの発達が少なく，古期花崗岩類より若いのではないかと判断
した．マサ化の状態や細粒の黒雲母花崗岩ないし花崗閃緑岩であるという点は鉢伏山（地質調査
所，１９９２）や荒島岳（冨岡ほか，１９８７：冨岡ほか，２００５：Ishihara et al.,１９８８）に分布する第三紀花崗岩
類に似ている．本岩はマサ化が著しいので，人工的な斜面（法面）では砂粒が崩れ落ちている．
福井県内のいくつかの地域の地質 その３：池田町北部地域，福井市小和清水―芦見地域，および福井市東俣―大野市上丁地域
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西谷流紋岩類は石英安山岩質の溶結凝灰岩であることが多い．ほぼ水平な流理構造が数間隔で発
達するが，流理構造が乏しいところでは１０～２０間隔の板状節理が発達する．流理構造の傾斜は２０°
未満である．また場所によっては塊状であったり，角礫状であったりする．一般に赤紫色であるが，
風化により赤茶色になったり，脱色し薄緑色から白色になっている．本岩は足羽川左岸で連続して分
布するが，右岸側では池田町広瀬にわずかに分布するに過ぎない．山地部に散点的に本岩の転石が存
在するので，わずかには分布しているのであろう．左岸側での厚さは比較的一定しており，５０～１００ｍ
である．本層は次に述べる中新世安山岩・凝灰角礫岩類の直下に分布しており，フィッショントラッ
ク年代の研究（中島ほか，１９８３）からは本岩は始新世から漸新世に対比されている．
中新世安山岩・安山岩質岩石は全域に広く分布する．安山岩溶岩であったり，凝灰角礫岩であった
りする場合が多いが，角礫状溶岩である場合や層状の凝灰岩である場合もある．色調は多様であるが，
多くは暗緑色から青緑色である．西谷流紋岩類と同様にほぼ水平に分布し，層厚は２５０ｍ前後と見積
もられる．丹生山地で糸生層と呼ばれる安山岩主体層の東方延長部である．
本地域内の７地点で礫岩（礫層）が認められた（図８）．池田町薮田（地点①，②）には安山岩の円
礫（最大径４０）を主体とする礫層が分布する．西谷流紋岩類の礫が多く含まれるが，花崗岩や正珪
岩の礫は見当たらなかった．地点①は小さな露頭であり厚さは不明である．地点②では礫岩が５０ｍ以
上にわたり露出している．地層がほぼ水平であることを勘案すると，厚さはせいぜい２０ｍであろう．
地点③は温見断層に近接した中新世安山岩類中の露頭であり，西谷流紋岩類の亜円礫を含む．地点④
は温見断層に近接した渓谷で凝灰岩質粗粒砂岩中に正珪岩や頁岩を含む礫岩の，長径１ｍを超える巨
大な転石が存在する．露頭を探してみたが見つからなかった．礫の種類と層相および分布位置から判
断すると，西谷流紋岩類に関係した礫層と思われ，この近くに西谷流紋岩類がわずかながらにも分布
しているのであろう．地点⑤は標高３５０ｍの山の中で，そこには径３０の安山岩円礫や西谷流紋岩類
図３：池田町北部地域の地質図．凡例
は図２に示されている．Ａ－Ａ’，
Ｂ－Ｂ’は地質断面図（図６）
の位置．
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の円礫，および花崗岩の礫を含む礫層が分布している．厚さは数ｍである．直接している露頭は欠け
ているが，本地点の礫岩は花崗岩を不整合で被覆していると思われ，中新世安山岩・凝灰角礫岩類の
基底礫岩であろう．地点①と②および③は，近くに花崗岩が分布していないので，基底礫岩とはいえ
ないが，全体的には基底近くに発達していると思われる．
部子川沿いの小畑集落から東に向かう網谷の入り口（地点⑥）で見つかった礫岩は凝灰角礫岩中に
挟まれている．拳大の花崗閃緑岩，流紋岩（おそらく濃飛流紋岩），正珪岩，西谷流紋岩類の円礫や角
礫を含む．厚さは不明であるが，観察できる範囲では数１０である．横越から北西の赤谷集落近くに
白色凝灰岩が露出する（地点⑦）．その中に正珪岩の円礫を散点的に含む層準がある．
これらとは別に，古期の段丘礫層が松ケ谷の東で見つかった．礫層は未固結（半固結）の砂層中に
チャートの円礫（径１０程度）を多く含んでおり，段丘礫と思われる．標高は２５０ｍで，現河床から
の高さ１００ｍのところに位置し，中位段丘あるいは高位段丘に相当すると思われる．
本地域の南端に温見断層の北西端部が走っている（松田，１９７４）．この断層は地形的にも明瞭であり，
存在に疑問はない．この断層は足羽川を横切ってはいない．断層の北西末端部である谷口集落の北か
ら野尻にかけて断層上の山地斜面を踏査したが，幅１００ｍに渡り露頭は全く存在せず，急斜面上には，
いわゆる瓦礫が広がっているのみである．瓦礫を横切る渓谷による削り込み状態から，瓦礫の厚さは
１０ｍ程度と判断した．この地区には温見断層と平行な低地やリニアメントがいくつか存在している．
断層の北側の花崗岩を被覆する安山岩の基底の高度と南側の基底と想定される標高の差は１００ｍから
１５０ｍあり，安山岩・凝灰角礫岩の基底がほぼ水平であるとすると，これらの標高差は温見断層とリ
ニアメントが作り出したものであろう．
部子川に沿った小畑から千代谷にも北西－南東方向の断層が存在する．この断層による垂直変位も
１５０ｍ程度が見積もられる．
２－２．小和清水－芦見地域
この地域には，変成岩類，石灰岩・チャート互層，古期花崗岩，ジュラ紀から白亜紀の堆積岩類（礫
岩，砂岩，頁岩，おおよそ手取層群に相当），西谷流紋岩類，中新世安山岩・安山岩質岩石，それにマ
サ化した細粒黒雲母花崗岩質岩石が分布している（図４）．変成岩類は芦見川沿いの上吉山から皿谷間
の地形の低いところに出現する．上吉山や縫原では弱い片麻構造を持つ岩石が古期花崗岩に伴って出
現する．片麻構造は東に向かうにつれ顕著になる．美山大谷集落の北では黒雲母片麻岩が花崗閃緑岩
を伴って出現する．所谷や皿谷では散点的に粗粒な黒雲母片麻岩が緑色の角閃石を含む花崗岩に伴っ
て出現する．これらは飛騨変成岩類とよばれる変成岩に属する．福井市縫原の林道奥詰めに分布する
片麻岩は今回の調査により新たに見つかった飛騨変成岩類である．片麻岩の片麻構造は，美山大谷で
はＮ２０°Ｅ，６０°Ｅであり，西中集落の南ではＮ５０°Ｗ，８０°Ｎである．
古期花崗岩類は下吉山から皿谷までの芦見川沿いに出現する．中粒の黒雲母花崗岩が主体であるが，
場所によっては花崗閃緑岩や珪長質花崗岩も存在する．ハンレイ岩は見つからない．上吉山から東で
は相互の境界が露頭では確認できないが，本岩は上述の飛騨変成岩類と密接に関係している．芦見川
沿いと縫原の観察から，足羽川の東の地域には広く花崗岩が分布し，上吉山－縫原より東になると花
崗岩に捕獲されるような形で片麻岩が出現し，その片麻構造も東に向かって顕著になると考えられる．
蔵作に露出する花崗岩は粗粒で，黒雲母花崗岩であったり花崗閃緑岩であったりする．
下吉山集落のすぐ東側の林道に向かう橋の下に石灰岩と珪質岩の互層がわずかに露出している．
各々の厚さは数から２０程度であり，褶曲している．本岩は古期花崗岩に伴い著しく熱変成してい
る．見かけの走向・傾斜はＮ２０°Ｅ，４５°ＳＥであり，その北東延長部の山麓の林道（標高２５０ｍ）にも
花崗岩と石灰岩がわずかに露出している（標高１５０ｍのところには花崗岩が露出している）．石灰岩・
チャート・古期花崗岩類の組み合わせは福井市天田－河原に出現する同じ組み合わせの岩石（梅田ほ
か，２００８：梅田・安曽，２００８）と類似し，石炭紀の地層（Tazawa et al.,２０１０）と思われる．
ジュラ紀から白亜紀にかけての堆積岩類は本地域の足羽川沿いの広い範囲に分布する．この堆積岩
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類はおおよそ手取層群に相当する．その分布域は山田（１９８８）に示された地質図（木村，１９８２，未公表）
や山田ほか（２００８）に大きな変更を加えるものではない．この地域の手取層群は石徹白亜層群，場合
によっては赤岩亜層群に対比される可能性が強い（安野，２００４，２００５：山田ほか，２００５：山田ほか，２００８
：佐藤，２００８）．
芦見川沿いには散点的に礫岩・砂岩・頁岩が露出する．これらについて藤（１９５８）は，岩質的には
足羽層や大道谷層に似ているが，植物化石の解析から手取層群（当時はこの地域の手取層群は九頭竜
亜層群に対比されていた）でも若い年代に相当する可能性があると述べた．山田ほか（２００８）は芦見
川沿いのこの種の岩石と間戸集落の東の類似地層を大道谷層に相当する可能性があるとしている．藤
（１９５８）の報告にある露頭のすべてが確認できたわけではなく，確定的ではないので，この報告では
ジュラ紀～白亜紀の堆積岩類に含めてある．皿谷南での本層の走向はＮ４０°Ｗ，５０°ＮＥである．
この地域に西谷流紋岩類が分布することは知られていた（福井県，１９６９，２０１０）．ここでの西谷流紋岩
類は，石英安山岩質溶結凝灰岩と記載すべきところが多く，その場合，層理面に平行な板状節理と流
理構造が発達する．場所によっては赤紫色安山岩であり，中新世の安山岩との判別が困難となる．本
岩と基盤との関係が直接観察できる露頭は存在しないが，全体的な分布から，不整合面はほぼ水平で
あると判断される．流理構造なども水平に近い場合が多い．本岩は獺ヶ口や大久保では１００ｍ程度の
厚さであるが，東に向かって次第に薄くなり籠谷や西中の集落の南では５０ｍ程度となり，さらに東で
は認められなくなる．中新世安山岩類については，１．の全体的層序に述べた以上に付け加える点は特
にはない．地質断面図（図６）に示すように，西谷流紋岩類の直上にほぼ水平な不整合面をもって分
布している．調査地域内での厚さは３００ｍをやや超える程度であろう．境寺で採取された西谷流紋岩
類のフィッショントラック年代については１．の全体の層序のところで述べた．
獺ヶ口から越前高田にかけた足羽川の北岸で西谷流紋岩類や中新世安山岩類の分布地域に，マサ化
した細粒黒雲母花崗岩質岩石，一部細粒花崗閃緑岩が散在する．野外での観察では，本岩は池田町北
部地域でのマサ化した細粒黒雲母花崗岩に類似している．露頭の状態が良くなく，岩脈なのか，中新
世安山岩類の一部なのか，判断できない．調査時の印象から地質図では中新世の細粒黒雲母花崗岩質
図４：福井市小和清水－芦見地域の地質図．Ｃ－Ｃ’は断面図の位置（図６）．凡例は図２に示されて
いる．
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岩石の岩脈として塗色してある．
所谷から南に向かう林道の最初の曲がり部の小さな崖に礫岩層が露出している（図８の地点⑧）．粗
粒砂岩の中に拳大の片麻岩，正珪岩，花崗岩の円礫や亜角礫が含まれている．見える範囲での厚さは
１ｍである．本層は花崗岩と西谷流紋岩類の境界に存在するので，西谷流紋岩類の基底礫岩の可能性
がある．
獺ヶ口集落の南側には河床から３０ｍ程度の高さのところに平坦な地形がある．基盤の地質は西谷流
紋岩類である．この平坦面はおそらく中位段丘面であろう．
獺ヶ口集落の北東側に境寺から獺ヶ口に向かう北西方向の断層がある．この断層の南西側が上昇し，
そのため，断層の南西側に存在したと思われる西谷流紋岩類が失われている．当然西谷流紋岩類の基
底にあった手取層群も上昇しているので，断層の南西に分布する手取層群と北東側に分布する手取層
群とは単純に対比はできない．間戸口から南の間戸に向かう川沿いに分布する手取層群は薬師－境寺
間の手取層群の南東延長部（前田，１９６１）とはみなせない（服部，２０１２）．他の地域でも同様であるが，
この地域内で変成岩類，花崗岩，手取層群が，西谷流紋岩類を介さずに，直接中新世安山岩類に被覆
されている場合は断層関係である可能性が高いが，不整合ではないと断定できない場合が多いので，
その場合には断層は引いていない．
２－３．福井市東俣－大野市上丁地域
この地域の地質図を図５に示す．この地域は福井市と大野市の境界に位置し，標高８８４．３ｍの飯降
山の北斜面に当たる．この地域には飛騨変成岩，古期花崗岩，流紋岩，それに中新世安山岩が分布す
ることは知られていた．しかし，それらの分布範囲は明確ではなく，また流紋岩に関する対比に問題
があった．例えば，福井市側（福井市東俣町）の飛騨変成岩は最近見つかった岩石であり，また，流
紋岩は西谷流紋岩類（福井県，１９６９）として塗色されたり，濃飛流紋岩の一部（福井県，１９８７／１９８８：
福井県，２０１０）として塗色されたりした．すなわち，各種岩石の分布と対比に問題が残されていた．
飛騨変成岩類は１９６９年の福井県地質図には表示されず，大野市上丁側に古期花崗岩類の存在が示さ
れ，表層地質図「大野」（福井県，１９８７／１９８８）では上丁側には飛騨変成岩類と古期花崗岩類が，福井
市東俣側には古期花崗岩類が示されていた．今回の調査で，市境をまたいで飛騨変成岩類が広く分布
していることが判明した．変成岩は最大長さが１０を超えるピンクのアルカリ長石や角閃石を含む．
長径５程度のピンクの長石を含み，いわゆる眼球片麻岩も存在する．片麻構造の走向は北北東で，
傾斜は約８０°Ｅであり，ほぼ直立している．
古期花崗岩類は大野市清滝の砂山トンネルの東側にまとまって存在している．砂山トンネルの西側
の中丁付近では，本岩は頻繁に片麻岩類を貫いていることは明らかであるが，両者の分布境界を定め
ることは困難である．岩石としては花崗閃緑岩が多い．古期花崗岩類は東俣側にはほとんど分布しな
い．砂山トンネルの西側の狭い範囲に濃飛流紋岩と思われる半深成岩質で優白質な部分もあり，頻繁
に熱水変質を受けている．
流紋岩は風化や変質により顔つきが変化にとみ，濃飛流紋岩に対比するか，西谷流紋岩類に対比す
るか，迷う部分もあるが，砂山トンネル西側では濃飛流紋岩と思われる流紋岩がわずかに分布する．
図５：福井市東俣－大野市上丁地域の地質
図．凡例は図２に示されている．Ｄ
－Ｄ’は地質断面図（図６）の位置．
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その他の流紋岩は赤色溶結凝灰岩であり，場所によっては流理構造が発達することから，西谷流紋岩
類に対比するのがよいと判断した．流理構造や分布から判断すると，本岩は断層沿いを除いてほぼ水
平である．本岩は飛騨変成岩類を被覆し，中新世の安山岩に被覆される．厚さは厚いところで５０ｍで
あるが，東俣側では飛騨変成岩と中新世安山岩の間に本岩を欠く場合がある．南西俣から南野津又に
向かう林道の入り口に流紋岩質砂岩が存在する（図８の地点⑨）．赤紫色ないし風化した部分は白色か
ら緑色である．砂岩中には中礫から小礫サイズの正珪岩，花崗岩，片麻岩の円礫を散点的に含む．本
岩は西谷流紋岩類に関係が深いと考えた．なお，福井県地質図２０１０年版では手取層群として塗色され
ていた．
中新世安山岩類はこの地域の標高の高いところに広く分布する．地質図内での厚さは１５０ｍ前後で
あるが，標高８８４．３ｍの飯降山では全山がこの安山岩で構成されている．安山岩および凝灰角礫岩か
らなる．南西俣入り口から北に向かい，その後東に向かう林道では（図８の地点⑩），林道沿い約２００
ｍに渡り，成層凝灰岩や礫岩が発達する．一部黒色頁岩も存在する．礫は片麻岩，正珪岩，チャート，
砂岩の円礫や角礫であり，最大径は５０（砂岩）であるが，２０を超える礫は少ない．この礫岩層は
安山岩や安山岩質凝灰岩と互層しているので，中新世安山岩類に含まれるものであろう．全体的な本
岩の姿勢は安山岩類と同様にほぼ水平である．飯降集落から飯降山への登山道で，地点⑪（図８）に
は正珪岩やチャートの小円礫が散らばっている．また，すぐ北側の沢の最上流部に直径２０の正珪岩
円礫が落ちている．このあたりに正珪岩礫を含む礫層が存在しており，それは西谷流紋岩の基底であ
ろうと判断した．
飯降山の北東斜面（上丁側）の麓には崖錐性の崩落堆積物が広く分布する．地形図や地質図に示さ
れるように，飯降山北西斜面はかつての断層崖であり，崩落物が断層崖の麓に厚く堆積したのであろ
う．福井県（１９７６）は，この断層を飯降断層と表示している．
図６：調査地域の地質断面図．地層境界が直線で引かれているが，すべての境界は不整合であり，あ
る程度の凹凸が存在すると思われるが，表示するのが困難であったので，直線で示されている．
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３．地域の地質分布に関する私見
近年の一連の報告（梅田ほか，２００８：服部，２０１１，２０１２および本報告）で，地質図として提示されて
いない越前中央山地内の大部分には中新世安山岩類が分布することが知られている．今後小さな沢な
どを丹念に踏査することにより中新世安山岩類の下位に古期岩石が見つかる可能性もあるが，地質分
布の大勢にはほとんど影響ないであろう．よって，現在判明している地質状況で２，３の議論を行うこ
とができる．
西谷流紋岩類より下位の岩石は，片麻岩を主体とする飛騨変成岩類，変成した古生層，それに古期
花崗岩類である．福井県嶺北地域におけるこれら３種の分布を図７に示す．他地域との関連から，変
成した古生層は宇奈月帯に相当するものであろう．勝山北方には変成した古生層が散在しているので
（小西，１９５４：服部，２０１１），この地点辺りでは片麻岩帯と宇奈月帯との境界は北東方向に延びているの
であろう．勝山市地域での飛騨変成岩類は粗粒な黒雲母片麻岩や眼球片麻岩が主体であるが，中には
比較的細粒で，片麻構造の弱いものも含まれ，それらとの境界を明確に引くことはできない．これら
の古期岩石群を被覆して，西谷流紋岩類が分布している．本岩の層厚は最大で１５０ｍである．所によ
っては基底に薄い礫岩を有する．基底礫岩はおそらく河川性であろう．礫岩には花崗岩や片麻岩のほ
かに正珪岩も含まれる．基盤の古期岩石群との境界はほぼ水平であり，本岩噴出直前には地形の準平
原化が進んでいたと思われる．調査範囲内では，本岩は調査地域内の足羽川左岸で厚く，そこから離
れるに従って薄くなる．この違いは，噴出後の侵食によるものか，噴出時からの違いなのか不明であ
図７：福井県嶺北地域の推定基盤構造．ラインＡ
の東側に古期花崗岩類が，ラインＢの東側
に古期花崗岩類と古生代堆積岩類が，ライ
ンＣの東側には古期花崗岩類と飛騨片麻岩
類が分布している．ラインＤの南側は超丹
波帯と美濃帯である．
図８：福井県足羽川地域の古期断層の分布．①，
②…は礫岩の露頭位置を示す．前報（服
部，２０１２）の地質図で表示された礫層は描
かれていない．Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは「新編日
本の活断層」（活断層研究会，１９９１）に示さ
れているこの地域の活断層のおおよその位
置．Ａ：温見断層（確実度Ⅰ，活動度Ａ級），
Ｂ：殿上山断層（確実度Ⅱ，活動度Ｂ ～
Ｃ級），Ｃ：白椿山断層（確実度Ⅱ，活動度
Ｂ～Ｃ級）．Ｄについては確実度Ⅲであり，
名称が与えられていない．
福井県内のいくつかの地域の地質 その３：池田町北部地域，福井市小和清水―芦見地域，および福井市東俣―大野市上丁地域
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る．西谷流紋岩類の噴出に続いて，中新世の安山岩類の噴出があった．本岩と下位の古期岩石群や西
谷流紋岩類との境界もほぼ水平であり，西谷流紋岩類の噴出後の地殻変動や侵食がさほど激しくなか
ったことを示す．
いくつかの地点では，中新世安山岩類の基底あるいはその近くに礫岩が発達する（図８）．この礫岩
も，西谷流紋岩基底の礫岩と同様に，河川性であろう．礫岩には花崗岩や流紋岩，片麻岩のほかに正
珪岩，希にチャートや手取層群起源と思われる砂岩が含まれる．すなわち，この地域はジュラ紀以降
常に陸域であった．同様な礫岩は，西部の丹生山地の糸生層中にも見出され（三浦，１９７９），越前中央
山地の安山岩類が糸生層の東方延長であることを裏付ける．なお，一連の調査（服部，２０１１，２０１２，及
び本報告）で扱った中央山地安山岩類と丹生山地の糸生層中のメンバ （ー三浦・東，１９７４：三浦，１９７９）
との対比はできていない．
調査地域内では，中新世安山岩類は３００ｍ程度の厚さである．調査範囲の外であるが，大野盆地の
第四系堆積物は厚いところで１５０ｍを越えるので（小嶋，２０１２），それに相当する上下運動があったのみ
ならず，飯降山では９００ｍ近い山体がすべて安山岩で構成されているの，飯降山では特別な何かがあ
った可能性がある．
この地域の層序は図２に示すように比較的単純である．古期岩石群は西谷流紋岩類に被覆され，さ
らに中新世安山岩類に被覆される．古期岩石群が，西谷流紋岩類を介さずに，水平方向に直接中新世
安山岩類と接する場合は断層である可能性が高い．特に分布境界が地質図上で直線的である場合は断
層と判断した（図８）．これらの断層の活動は中新世安山岩類の噴出後であり，中新世安山岩類にも変
位を与えているため，活断層が示す地形的特徴ほどには明瞭ではないが，地形的にリニアメントが作
られる．地域内の足羽川の支流，例えば，味見川や部子川の流路の一部はこのリニアメントに従属し
ていると思われるが，断層位置が必ずしも谷底とはなっていない．地質図に示された以外にも古期断
層が多く存在すると思われるが，それらは地質調査では取り出すことができない．取り出された断層
の走向については，明瞭な傾向が見られないが，南部では北西方向のものが，北部では東西と南北の
ものが多いような印象がある．このことは活断層分布（活断層研究会，１９９１）でもうかがわれ，古く
から北方では東西と南北方向の断層が，南部では北西－南東方向の断層が発達する傾向にあったらし
い．
調査地域内では温見断層と３つの推定活断層が知られている（活断層研究会，１９９１）．温見断層に平
行して走る谷地形も温見断層の前身に相当する断層に関連して形成されたものであろう．温見断層の
南側と北側に存在する中新世安山岩類の基底の標高の差から温見断層およびそれに平行する谷地形を
作った断層によるトータルな垂直変位は１５０ｍから２００ｍと推定される．
あとがき
この報告書は地質学についての何かを論ずるものではない．この報告と前回の報告（服部，２０１１，２０１２）
において記載したように，福井県内には調査が十分されていない地域が数多く残されている．特に越
前中央山地などには今まで知られていない地質体の小分布が見つかる可能性がある．福井県地質図を
洗練されたものにするためにも，今後の調査に期待したい．
この調査を遂行するに当たり，福井大学教育地域科学部の地学教室諸氏から多大な支援を得た．記
してお礼を述べる．
服部 勇
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